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秋田県誕生150年記念

かつては国内有数の産出量を誇った院内油田かつては国内有数の産出量を誇った院内油田
大正11年、大日本石油鉱業株式会社が試掘を始めたのを皮切
りに、急速な開発が進み、周辺には、院内・桂坂・小滝・上浜の
四油田があったが、その中でも最大の採油量を誇った。昭和
10年には、採油量も年産11万3千KLに達し最盛期を迎えた
が、産油量が徐々に減少し、平成7年に閉山した。
(にかほ市・旧仁賀保町  昭和10年代)
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夏の象潟海水浴場
松林に囲まれた白砂青松の風光明媚な海岸として、また近場に保養
所などの宿泊施設もあり多くの海水浴客で賑わった。
(にかほ市・旧象潟町  昭和30年)

象潟漁港から望む鳥海山
昭和30年に陸掘式漁港が完成、同時期に象潟・上浜・上郷が合併し、新「象潟町」も誕生した。昭和38年には港内の拡張工
事が始まり昭和43年に完成、県南の中核拠点漁港となった。(にかほ市・旧象潟町  昭和38年)

東京電気化学工業の作業風景東京電気化学工業の作業風景
旧仁賀保町出身の齋藤憲三が 、東京工業大学の加藤与五郎博士が発明
した磁性材料・フェライトの工業製品化を目的に昭和10年に設立。
昭和58年にTDKと改称した。(にかほ市・旧仁賀保町  昭和40年代 )
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金浦山神社本殿に大鱈を奉納して、豊漁・安全を祈願し、獅子舞や巫女
舞、そして金浦神楽も奉納され、現在も毎年2月4日に行われている。
(にかほ市・旧金浦町  昭和40年)
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